
• 8月27日（水）町民センター3階 講堂にて16：30～『真鶴町の地域医療を考える会』を行います。今回は、

ゲストアドバイザーに静岡県がんセンター 疾病管理センター 林 さとみ 様をお招きし、静岡がんセンターの在

宅支援の取組を中心にお話しいただきます。皆様のご参加をお待ちしております。（℡：0465-68-2191） 

• 今月の心臓外来は『８月１６日（土）』です。今月のみ第２土曜ではないので、ご注意ください。 

• 8月17日（日）の休日急患診療の当番は朝倉医院となります。 

 

診療所トピックス 

真鶴町を『これからの地域医療』を学べるモデル地域へ！！    

  

  

＜ 真鶴町の地域医療を考える会 今後の日程 ＞ 

診 療 所  写 真 館 

日程 ゲストアドバイザー 場所 

８月２７日（水）16：30～ 
静岡がんセンター 疾病管理センター 

林 さとみ 様 
真鶴町町民センター 
3階 講堂 

９月２４日（水）16：30～ 
栃木県 清浄寺 

 

住職 合群 信哉 様 

真鶴町町民センター 
3階 講堂 

※当日のご参加者の人数によって会場を変更する場合がございますのでご了承ください。 
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あいぐん  のぶや 

 当診療所では、臨床研修協力施設として、これからの医療を担う研修医の受入を開始いたしました。 

7月に、小田原市立病院から最初の研修医を受け入れました。真鶴町は豊富な自然と貴船まつり等に代 

表される文化を持っており、地域医療を学ぶには魅力的な地域です。医療・保険・福祉の事業所や従事

する人の数から考えると恵まれた地域とは言えませんが、限られた資源で連携しながら支えている地域

として、まさに地域医療の醍醐味を学べる地域だと考えています。診療所で医療だけを学ぶのではなく

町の文化・環境を通して、患者さんの家族や生活に触れ、研修に地域全体が関わる 

ことで、地域医療の志をもった医師が育ちます。つまり町民の皆様一人一人、地域 

そのものが指導医であり学びの場です。今後、ぜひ真鶴で地域医療を学びたいと 

いう医師・看護師などの医療関係者が増え、いつか地域医療研修のモデル地域とな 

ればと考えております。皆様の温かいご協力とご支援をよろしくお願いいたします。 

7月27・28日に開催された貴船まつりの写真をご紹介します。 

この写真は湯河原新聞社の木村記者よりご提供いただきました。 
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※レントゲン撮影日は月・水・木・金・9.16.30の土曜となります。 

今月の外来診療のお知らせ 

● 午前 月～土  9：00～11：30 

● 午後 月～金  13：30～16：30 

 日祝祭日については真鶴町の『休日急患診療事業』に協力し、休日急患診療を行っています。 

※休日急患受付時間 9：30～16：00 注：8/17は朝倉医院が当番です。 

問い合わせ：0465-68-2191 

真鶴町国保診療所の新しいロゴマーク 

● 小田原市立病院の岡田医師「心臓外来」は8月１６日になります。 

  ※毎月、第２土曜日に予定しておりますが8月のみ異なっておりますので、ご注意ください。 

● ＜8月の休診案内＞  □若杉医師 8/11（月） 代診：三瓶医師  

                               □三瓶医師 8/23（土） 代診：若杉医師 

                               □東 医師 8/5  （火） 代診：山田医師 

  いよいよ夏も本番！！太陽が照りつける季節になりました。やはりこの時期に注意しなければならないの

が熱中症です。今回は、熱中症にならないための予防法と、熱中症になった際の対策をご案内します。 

熱中症の分類と対処法 

重症度 症 状 対 処 医療機関への受診 

意識障害（呼びかけに対し反
応がおかしい・会話がおかし
い等）・けいれん・運動障害
（普段通りに歩けないなど） 

頭痛・吐き気・体がだるい・
体に力が入らない・集中力や
判断力の低下 

めまい・立ちくらみ・こむら
返り・大量の汗 

涼しい場所へ移動・安静 
・水分補給 

涼しい場所へ移動・体を冷や
す・安静・十分な水分と塩分
の補給 

涼しい場所へ移動・安静・体
が熱ければ保冷剤等で冷やす 

症状が改善すれば受診の必要
はありません 

口から飲めない場合や症状の
改善が見られない場合は受診
が必要 

救急車を要請、早急な受診 

熱中症予防のポイントは、①こまめな水分補給（塩分と糖を含んだ飲料）②室温28℃を超えな

いようエアコンの温度管理③栄養バランスの良い食事です。もし熱中症が疑われたら以下のよう

に対処しましょう！！ 


